
紡紡いいでで繋繋ががるる私私たたちちのの未未来来  

香川県立高松西高等学校 1 年 浜崎由衣 

11..ははじじめめにに

包摂的な社会と言うのは一体どういう意味だろうか？？「包摂的」を辞書で調べてみた

ところ、あるものを包み込んでその中に取り込むことと書かれていた。つまり、包摂的な 

社会というのは、自分と違う人間のことを排除せず受け入れ、人間が平等に生きられる優 

しい社会のことだ。しかし今現在の日本は包摂的な社会と言えないと私は思う。今年の 6 

月に発表されたジェンダー・ギャップ指数は 146 ヵ国中 118 位で G7の中でも最下位とな 

っている。 

（図 1）日本のジェンダーギャップ指数順位 

（図 2）政治分野のスコア 

（図 3経済分野のスコア） 

また、特に政治と経済の部門で順位が低い。 

この結果を見ても男女平等とは言い難いと思う。 

その他にも、LGBT の人への偏見や障がい者の人権問題等さまざまな課題が日本にはある。 

22..過過去去かからら学学ぶぶ包包摂摂的的なな社社会会

［a]同和問題 

日本人は古くから自分と違うものに対して怖がり、攻撃したり避けたりすることが多いよ

うに感じる。例えば、同和問題。同和問題とは一部の人々が、長い間経済的、社会的、文



化的に低い状態に置かれることを強いられ、同和地区と呼ばれる地域の出身者であること

などを理由に結婚を反対されたり、就職など日常生活の上で差別を受けたりすることであ

る。部落差別の起源は諸説あるが、ここでは後に述べる説で話を進める事とする。日本史

上の古代以降、社会的に差別された人々がいたが、その法制上の身分は平安時代に消滅

し、中世においては法律や制度として公的に固定されたものではなかった。しかし、人の

死や血などは「ケガレ」であるとする考え方が広まった。これは論理的・科学的に判断す

れば、全く根拠のない誤った考え方だと思う。けれども、この考え方から「死や血などに

触れると、触れた人も穢れる」という考え方が形づくられ、やがて「人や動物の死や血に

触れる仕事に従事する人々は、そのケガレが伝染し、穢れた存在である」という誤った考

え方が社会の中に広まってしまった。また、封建社会が確立されていく過程の中で、幕藩

体制の強化・ 維持を目的として、当時の社会の中にあった先程述べたような偏見を利用

し、政治的・人為的に作られた身分制度に由来しているという説もある。 

[b]ハンセン病

ハンセン病は「らい菌」という細菌に感染することで引き起こされる感染症の一種であ

る。かつては「癩」と呼ばれていたが、差別的なイメージがつきまとうことから、現在は

らい菌を発見したアルマウル・ハンセンにちなんでハンセン病と呼ばれている。 

ハハンンセセンン病病のの歴歴史史年年表表

1907 癩予防に関する件 

1929 無らい県運動 

1931 癩予防法 

1948 優生保護法 

1951 全国国立らい療養所患者協議会創設 

1953 らい予防法（患者たちの猛反対を押し切って成立） 

1996 らい予防法撤廃 

明治時代、諸外国から文明国として患者を放置しているとの非難をあびると、政府は 1907

年（明治 40 年）、「癩予防に関する件」という法律を制定し、「放浪癩」を療養所に入

所させ、一般社会から隔離してしまう。この法律は患者救済も図ろうとするものだった

が、これによりハンセン病は伝染力が強いという間違った考えが広まった。1929 年 （昭

和 4 年）には、各県が競ってハンセン病患者を見つけだし、強制的に入所させるという

「無らい県運動」が全国的に進められた。さらに、1931 年（昭和 6年）には従来の法律を

改正して「癩予防法」を成立させ、強制隔離によるハンセン病絶滅政策という考えのも

と、在宅の患者も療養所へ強制的に入所させるようにした。こうして全国に国立療養所を

配置し、全ての患者を入所させる体制が作られていったのである。ハンセン病は不治の病

では無い。しかし、政府の政策により誤った情報が流れ、結果的にハンセン病患者とその

家族達への偏見が出てきて、患者の家族は結婚や就職を拒まれるような差別がおきてしま



った。政府がしてきたことは、ハンセン病患者を治す為のものではなく、撲滅させる為の

ものだと思う。 

2 つの歴史的事実を述べたがどちらも共通することは、「悪い誤った情報が広まり、そ

こから偏見や差別が生まれている」ということだ。『無知は罪』という言葉があるが、ど

ちらもそのことを体現している出来事だと思う。また、「本人は何も悪いことをしていな

い」のも共通点だ。生まれた場所・たまたまなった病気で長い間人々からの心ない言葉に

苦しめられてきた人達はどれほどの人数なのだろう。 

私がこの出来事から考えた包摂的な社会にする為に重要なことは 2 つある。1 つ目は、

情報を鵜呑みにすることはとても危険だということ。学校ではネットリテラシー、メディ

アリテラシーとよく言われている。しかし、当たり前なことかもしれないが、実際に情報

を見た際にこの情報が正しいかをよく考える人はそんなに大勢居ないと思う。視覚情報は

文章よりも 60,000 倍も早く脳に伝達するとされている。仮に誰かから「この二人付き合

ってるんじゃない！！？」とクラスの男の子と女の子が仲が良さげな様子の写真が送られ

てきたとき、事実を確認せず驚きや興奮からまた別の友人に送る人がいるかもしれない。

しかし、その二人は付き合っていなくて普通に話していただけならば、とても迷惑な行動

である。悪意の無い行動や言葉でも誰かを傷つけることがあることをよく理解しておくべ

きだ。LGBT の人に対する偏見もこれに通ずるところがあると思う。中学生のときに、LGBT

のことに関するビデオを道徳の学習の一環として見た。そのときに当事者の方が自分がゲ

イであることを伝えたら、「え〜俺のこと好きになるなよ(笑)」と言われたことがあると

言っていたことが印象に残っている。恐らく、伝えられた側の人は悪意は無く冗談でこの

ようなことを言ったのだと思う。けれども、当事者の方からしたら、未だにバカにされる

こともある自分の心のことについて真剣に伝えたのに冗談で返されたら、とても悲しい気

持ちになるはずだ。2 つ目は、自分と違う人間から逃げないということだ。危害を加えて

きたり、自分にとって嫌なことをしてきたりする人間は関わる必要無いと思うが、何もさ

れていないのに関わらないのは勿体ないことだと感じる。勇気を出して歩み寄ったら今ま

で考えもしなかった視点等を得ることができるかもしれない。考えや性質の違いから生ま

れる「恐怖」という感情はとても面白い。人間のマイナスな感情は良くないとされがちだ

けれど、生きていく為には大切なものだと私は思う。さまざまなマイナスな感情でぶつか

りあうときも多くあっただろう。だがその人それぞれのマイナスな感情が創作を生み出し

たり、今の社会を作ったりすることもある筈だ。この一生懸命生きていこうとする人間の

側面が私はとても可愛らしくて好きだ。 

33..過過去去かからら未未来来へへ

包摂的な社会は日本にとって理想とする社会だと思う。日本人の昔から良いとされてる、

花筵のように綺麗な感性に合っていると思うからだ。また、人から拒絶され理解されない

ことはとても悲しいことである。実際のところ、全員が平等で他人を受け入れることがで

きるのは難しいところもある。しかし、大切なのは実現させる為に公的な機関が色々やろ



うとするのではなく(もちろんそれも大切だが)、一人一人"自分のこと"も他人のこともよ

く知りちょっとしたことでもいいから話をすることだと思う。そして、世界に目を向ける

ことも大切だ。沢山の知識や海外含め様々な人の感性を知ることで、無知からくる偏見や

差別に対しての印象が変わるかもしれない。私たち若い人が生きている間に「そういや昔

はそんなこと言われてたね。でも、そんなこと特別気にする必要無いよね」と思うことが

できるような包摂的な社会に自然になっていると嬉しい。 

私は将来、歴史の先生になりたい。先を生きるものとして、沢山の子どもたちに過去の

ことを教え、過去は未来に繋がることを学んで欲しいと思う。 
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